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◇８月１７日から２学期開始◇ 
今年度は、新型コロナウイルスの影響で臨時休業した分を補うために、例年より早い 2 学期の始まりとな

りました。事件や事故に遭ったという生徒もなく、円滑な２学期のスタートとなりました。 

「校長の話」では、宇宙探査に携わる佐賀大学の先生の話をも

とに、以下のような講話を行いました。 

「これがなんだかわかる人はいますか。宇宙探査機のはやぶさ 1

号と 2 号です。調査した小惑星は『イトカワ』と『リュウグウ』と呼ば

れています。この探査に関わっている先生の話を、先日聞くこと

ができました。新井康平 佐賀大学名誉教授、なんと佐賀の先

生でした。JAXA の仕事もやり、NASA とアリゾナ大学の惑星探査

にも加わられている先生で、そんな人が佐賀にいたなんて驚きま

したし、とても誇りに思いました。『視線でパソコン入力する』シス

テムを作った人としても有名です。 

『はやぶさプロジェクト』ってお金も労力も大変なものだそうで

すが、なんのためにそんなことをしているのでしょうか。採取した

サンプルを分析することで、太陽系の起源や進化の解明、生命

の原材料物質の解明をするためだそうです。宇宙の片隅の地球

の、その片隅の日本の、そのまた片隅の佐賀の地でも、そんな大

きなことができるんだ。人間はどこにいたって、志をもってさえい

ればいい仕事ができるんだなと改めて思い知らされました。 

新井名誉教授によると、地球をくまなく見る「地球観測衛星」が

５０機飛んでいるそうです。なんのためかというと、地球環境のた

めということでした。観測衛星と交信したりしてデータを集める基

地局が佐賀大学の理工学部の中にあるそうです。夜中に緑色の

レーザー光線が宇宙に向かって伸びているのが見られたら、そ

れだそうです。 

新型コロナウイルスで世界中がステイホームしたときの大気の

状態が大きく好転したというニュースがありましたが、そのデータも

このプロジェクトによるものでした。 

地球誕生から約４６憶年、人類誕生から約３００万年、君たちは

生まれてから１３～１５年です。宇宙や地球の歴史からするとほん

のちっぽけな存在ですね。しかし、小さな存在なりに夢や目標を

もって活動することが、自分の進歩につながり、ひいては人間の進歩や社会

のためになるということを考えさせられました。この 2 学期に、みなさんも自ら

を伸ばすための目標をもち、チャレンジしてください。」 

＜表彰＞ 

・佐賀県中学校夏季剣道練成会 男子団体 優勝 剣道部 

◇給食室改修にともなって◇ 

昨年度から予定されていた本校の給食室改修工事が、 

8月から始まりました。駐車場が狭くなったり、給食内容が 

これまでと変わったりと、いろいろご迷惑をおかけしていま 

す。11月までしばらく辛抱し、また温かい給食の再開をと 

待ち望んでいます。 


